













3･ パイライ ト型FexCoIT yNi,S2 の磁性
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キュ リー ･ワイス則に従 う.常磁性領域では,低温で 1/x-T曲線が下方に湾曲する｡キュ
リー ･ワイス則から求まるキュリー 定数 (p｡ff),常磁性キュリー 温度 ともにC0..2Nio.8S2の
近傍と絶縁体領域で大きくなる傾向が見出された｡なお,〟｡ffの組成変化をFig.3に示す｡
この三元系の大部分が金属であるため,バンド的な括像で解釈しなければならない｡しかし
強磁性領域ではFig.2のように電子数による効果と原子の個性の効果を比較すると原子の個
性の方が強いと考えられる｡この効果は,Feや NiのCoに対する相対濃度よりも全金属原子
に対する絶対濃度に依存するように見えることは注目される｡また,常磁性に近い強磁性領域
では,T｡,M.ともに小さく,弱い強磁性金属と考えられるoその1例としてx-0･2,y -
0.2の試料の磁化と電気抵抗の温度変化を詳しく測定し,Moriyaらの弱い強磁性金属におけ
る理論 (SCR理論)2)と比較したところあまりよい一致は得られなかった.これはSCR理論
では磁気的に-様な系を仮定しており, この三元系では原子の個性が強いために磁気的に-様
な系ではないからと思われる｡
以上のことは,二元系では明確には判明していなかったことである｡そのため,三元系の磁
性は第一近似としては二元系の磁性の延長として考えることは可能であるが,そう単純に判断
できない点もあると思われる｡
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